
地域の医療機関を守るため、緊急財政措置と
診療報酬の大幅引き上げを求める医師・歯科医師要請署名

　
地
方
で
は
患
者
の
人
口
減

少
に
よ
り
外
来
数
が
減
り
、

都
市
部
で
は
光
熱
費
・
家
賃
・

設
備
更
新
費
の
上
昇
が
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
特
例
補
助
金
が
終
了
し

24
年
度
収
益
は
大
き
く
落
ち

込
ん
だ
。

　
診
療
所
は
約
４
割
が
赤
字

で
あ
り
、
黒
字
を
維
持
す
る

施
設
で
も
利
益
は
ご
く
わ
ず

が
据
え
置
か
れ
て
い
る
た
め
、

勤
務
時
間
を
控
え
る
パ
ー
ト

職
員
が
増
え
、
こ
の
こ
と
も

慢
性
的
人
手
不
足
に
拍
車
を

か
け
て
い
る
。
と
く
に
パ
ー

ト
職
員
が
多
い
中
小
診
療
所

は
直
撃
を
う
け
て
い
る
。

か
だ
。

　
福
岡
市
医
師
会
の
調
査
で

は
、
雇
用
を
守
る
た
め
に
経

営
者
で
あ
る
院
長
が
自
ら
の

報
酬
を
削
り
、
ス
タ
ッ
フ
の

賃
上
げ
や
ボ
ー
ナ
ス
維
持
に

充
て
る
な
ど
、
ぎ
り
ぎ
り
の

経
営
努
力
を
続
け
て
い
る
実

態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
最
新
の
統
計
に
よ

る
と
、
診
療
所
の
利
益
率
は

急
速
に
悪
化
し
て
い
る
。

　
医
療
法
人
立
診
療
所
の
23

年
度
医
業
利
益
率
は
６
・
７

％
だ
っ
た
が
、
24
年
度
に
は

３
・
２
％
へ
と
半
減
。
経
常

利
益
率
も
８
・
２
％
か
ら
４
・

２
％
に
低
下
し
た
。
個
人
立

診
療
所
で
は
医
業
利
益
率
が

３
％
を
下
回
り
、
医
療
材
料

や
事
務
用
品
、
検
査
委
託
費

な
ど
の
高
騰
を
吸
収
で
き
て

い
な
い
。

　
赤
字
転
落
を
防
ぐ
た
め
、

院
長
が
休
日
診
療
や
時
間
外

対
応
を
増
や
し
、
過
重
労
働

で
経
営
を
支
え
て
い
る
実
態

が
判
明
し
て
い
る
。

　
日
本
医
師
会
は
、
経
済
成

長
に
よ
る
税
収
上
振
れ
分
を

医
療
・
介
護
分
野
へ
再
投
資

す
る
こ
と
、
社
会
保
障
費
を

機
械
的
に
抑
え
る
「
伸
び
率

管
理
」
の
見
直
し
、
さ
ら
に

物
価
変
動
に
応
じ
た
機
動
的

改
定
の
仕
組
み
を
制
度
化
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　
保
団
連
も
診
療
所
や
中
小

病
院
の
多
く
が
地
域
医
療
の

基
盤
を
支
え
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
報
酬
制
度
が
実

態
に
合
っ
て
い
な
い
」
と
指

摘
。「
施
設
が
倒
れ
れ
ば
地
域

の
受
け
皿
が
失
わ
れ
、
救
急

や
在
宅
医
療
に
も
影
響
す
る
」

と
し
て
、
緊
急
の
補
正
措
置

を
要
望
し
て
い
る
。
財
務
省

と
厚
労
省
に
７
４
４
３
筆
の

署
名
を
提
出
し
、
現
場
の
厳

し
い
実
情
を
訴
え
た
。

　
中
医
協
で
は
、
次
期
改
定

に
向
け
て
「
真
水
の
改
定
」

を
め
ぐ
る
議
論
が
進
ん
で
い

る
。
政
府
・
保
険
者
側
は
財

政
負
担
を
理
由
に
慎
重
姿
勢

を
崩
さ
な
い
が
、
医
療
現
場

か
ら
は
「
こ
の
ま
ま
で
は

地
域
医
療
が
立
ち
行
か
な

い
」
と
の
声
が
強
ま
っ
て

い
る
。

　
厚
労
省
が
医
療
機
関
へ
の

消
費
税
補
填
の
算
定
に
誤
り

が
あ
っ
た
と
認
め
た
こ
と
も

波
紋
を
広
げ
た
。
診
療
報
酬

で
は
消
費
税
を
転
嫁
し
な
い

仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
設

備
や
薬
剤
な
ど
の
仕
入
れ
時

に
医
療
機
関
が
支
払
う
税
額

が
十
分
に
補
填
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。

　
特
に
診
療
所
で
は
、
従
来

か
ら
補
填
率
が
著
し
く
不
足

し
て
い
た
う
え
、
最
新
の
調

査
で
は
過
去
の
報
告
を
さ
ら

に
下
回
る
水
準
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、こ
の
深
刻

な
乖
離
が
判
明
し
た
時
点
で
、

制
度
の
是
正
に
向
け
た
議
論

が
よ
り
進
む
べ
き
で
あ
っ
た
。

　
医
療
は
国
民
生
活
を
支
え

る
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、

企
業
の
営
利
活
動
と
は
性
質

を
異
に
す
る
。
課
税
対
象
か

ら
除
外
し
、
医
療
費
を
ゼ
ロ

税
率
化
す
る
こ
と
で
、
物
価

高
騰
と
補
填
不
足
の
双
方
に

対
応
し
、
持
続
可
能
な
医
療

提
供
体
制
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
生
息
す
る

釧
路
湿
原
に
乱
立
す
る
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
異
様
さ
。

震
災
の
原
発
事
故
を
契
機
に

原
子
力
発
電
は
一
時
全
発
電

所
が
停
止
し
、
二
酸
化
炭
素

削
減
の
た
め
メ
ガ
バ
ン
ク
は

新
設
の
石
炭
火
力
発
電
所
の

投
融
資
を
停
止
し
た
▼
国
策

と
し
て
進
め
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
に
疑
念

の
声
が
噴
出
し
て
い
る
。
広

大
な
土
地
を
必
要
と
す
る
た

め
森
林
伐
採
や
大
規
模
な
造

成
工
事
に
よ
る
自
然
環
境
の

破
壊
、
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク

増
加
。
さ
ら
に
天
候
に
左
右

さ
れ
る
発
電
量
・
再
エ
ネ
賦

課
金
に
よ
る
電
気
料
金
の
高

騰
や
パ
ネ
ル
の
廃
棄
物
問
題

な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
る

▼
医
療
に
お
け
る
国
策
と
し

て
の
医
療
Ｄ
Ｘ
は
ど
う
か
。

国
は
電
子
カ
ル
テ
の
共
有
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
導
入

し
て
医
療
現
場
の
業
務
や
サ

ー
ビ
ス
を
効
率
化
す
る
。
さ

ら
に
医
療
従
事
者
の
負
担
軽

減
や
患
者
へ
の
よ
り
質
の
高

い
医
療
提
供
、
コ
ス
ト
の
削

減
を
実
現
す
る
と
し
て
い
る

▼
し
か
し
現
実
は
度
重
な
る

Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
に
医
療
機
関

は
疲
弊
し
、
加
え
て
複
雑
か

つ
低
い
診
療
報
酬
と
物
価
高

騰
に
伴
う
コ
ス
ト
高
も
重
な

り
、
医
療
機
関
の
倒
産
・
廃

業
は
激
増
し
て
い
る
。
過
度

な
再
エ
ネ
が
自
然
を
破
壊
し
、

拙
速
な
Ｄ
Ｘ
は
医
療
を
崩
壊

さ
せ
て
い
な
い
の
か
。

橋本 透
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解
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窓
口
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
方
法
」
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時
論
「
医
療
経
営
の
充
実
を

実
現
せ
よ
」

●
…
面
３

●
…
面
４

●
会
員
訪
問

読
後
感

●

　
と
り
わ
け
地
域
医
療
を
担

う
中
小
診
療
所
で
は
、
コ
ロ

ナ
後
の
患
者
数
の
回
復
が
鈍

く
、
固
定
費
の
上
昇
を
吸
収

で
き
ず
に
赤
字
経
営
が
拡
大

し
て
い
る
。
最
低
賃
金
が
上

が
っ
て
も
扶
養
控
除
の
上
限

形
成
プ
ロ
セ
ス
は
拙
速
で
当

事
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
欠
き
、

透
明
性
に
も
課
題
が
あ
る
と

し
た
。
ま
た
「
技
術
進
歩
と

国
民
皆
保
険
は
適
正
な
薬
価
・

使
用
で
両
立
可
能
で
あ
る
。

見
直
し
は
凍
結
・
再
検
討
の

上
、
長
期
高
額
治
療
へ
の
特

例
拡
充
な
ど
脆
弱
層
保
護
を

優
先
す
べ
き
」
と
訴
え
、
政

府
が
示
す
財
源
論
の
矛
盾
を

数
値
で
示
し
な
が
ら
説
明
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
多
く
の

質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

（
講
演
要
旨
は
次
号
掲
載
予
定
）

て
い
る
。Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保

険
外
し
や
高
額
療
養
費
制
度

の
見
直
し
に
よ
り
、
患
者
負

担
は
一
層
深
刻
に
な
る
。
今

後
の
高
額
療
養
費
制
度
の
在

り
方
に
つ
い
て
ご
意
見
を
伺

い
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
講
演
で
二
木
氏
は
、
高
額

療
養
費
制
度
の
上
限
引
き
上

げ
は
「
既
に
高
負
担
の
患
者

層
に
さ
ら
な
る
負
担
を
強
い

る
最
悪
の
コ
ス
ト
シ
フ
テ
ィ

ン
グ
で
あ
り
、
社
会
保
険
の

原
理
（
応
能
は
保
険
料
・
税
、

給
付
は
平
等
）
や
社
会
連
帯

を
損
な
う
」
と
指
摘
。
政
策

10
月
11
日
、「
私
が
高
額
療

養
費
制
度
の
患
者
自
己
負
担

増
に
強
く
反
対
す
る
理
由
」

を
テ
ー
マ
に
、
日
本
福
祉
大

学
名
誉
教
授
の
二
木
立
氏
を

招
き
、
公
開
医
政
講
演
会
を

開
催
し
た
。

　
冒
頭
、橋
本
会
長
は「
物
価・

人
件
費
が
高
騰
す
る
中
、
医

療
経
営
は
ま
す
ま
す
悪
化
し

　
物
価
・
光
熱
費
・
医
療
材

料
費
の
上
昇
に
加
え
、
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
が
人
件
費

を
直
撃
し
て
い
る
。

経
営
悪
化
で

　
　
　
　
進
む
疲
弊

　
物
価
や
人
件
費
の
上
昇
が
続
く
な
か
、
病
院
だ
け
で
な
く

地
域
の
診
療
所
の
経
営
が
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
。
診
療
報

酬
と
い
う
公
定
価
格
が
実
勢
と
乖
離
し
、
医
療
を
支
え
る
現

場
が
疲
弊
し
て
い
る
。
医
療
界
か
ら
は
賃
金
・
物
価
上
昇
を

踏
ま
え
た
報
酬
見
直
し
と
、
緊
急
財
政
投
資
、
消
費
税
の
ゼ

ロ
税
率
化
な
ど
の
制
度
改
正
を
求
め
る
声
が
挙
が
っ
て
い
る
。

講師の二木 立 氏

　
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
や
マ
イ
ナ

保
険
証
対
応
、
今
後
の
電
子

カ
ル
テ
義
務
化
な
ど
新
た
な

制
度
負
担
も
重
な
り
、
経
営

環
境
は
悪
化
が
続
い
て
い
る
。

設
備
更
新
や
シ
ス
テ
ム
改
修

の
た
め
の
費
用
は
診
療
所
に

は
大
き
な
負
担
で
あ
り
、
特

に
小
規
模
診
療
所
ほ
ど
投
資

余
力
が
な
い
。

　
現
場
の
努
力
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
、
制
度
全
体
の
見

直
し
が
不
可
欠
で
あ
る
。

（
Ｔ
Ｈ
）

地
域
医
療
の
経
営
危
機

緊
急
の
財
政
投
資
と
消
費
税
ゼ
ロ
税
率
の
実
現
を

赤
字
拡
大
と

院
長
報
酬
削
減
の
実
情

地
域
医
療
を

　
　

守
る
た
め
に

中
医
協
で
の

　
　
　
議
論
と
課
題

消
費
税
補
填
の
誤
り
と

ゼ
ロ
税
率
化
の
必
要
性

公開医政講演会
二木氏

「高額療養費の見直しに警鐘」

生活習慣病管理料アンケートが
中医協総会資料に反映

　10月に開かれた中医協総会で「2024年度診療報酬改定の検討結果とり

まとめ」が了承されました。このとりまとめは入院・外来医療等の調査・

評価分科会で議論されたもので、全国の保険医協会・医会で実施した生

活習慣病管理料に関するアンケート結果が反映されています。

　とりまとめでは、生活習慣病管理料(Ⅱ)を算定する場合、悪性腫瘍に

関する医学管理料（がん性疼痛緩和指導管理料）や診療情報提供料など

書類作成に関する評価の一部は出来高算定が可能となる一方、悪性腫瘍

特異物質治療管理料や傷病手当金意見書交付料は包括されていること

が今後の論点として示されました。

　また、生活習慣病管理料(Ⅰ)(Ⅱ)ともに、糖尿病を主病とした場合は、

他疾患で在宅自己注射を行っても在宅自己注射指導管理料が算定でき

ないことも論点として取り上げられました。

これらの記載は7月末の中間とりまとめには見られなかったもので、本

会では保団連を通じて継続的に厚労省へ働きかけを行ってきました。会員

の先生方から寄せられた現場の声が、制度議論に具体的に反映された成果

といえます。

　この場を借りてアンケートにご協力いただいた会員の先生方に御礼

を申し上げるとともに、引き続きお力添えをお願いします。

WEB署名はこちら▶

　
　
　

◇　

◇　

◇

　
本
会
で
は
「
地
域
の
医
療

機
関
を
守
る
た
め
、
緊
急
財

政
措
置
と
診
療
報
酬
の
大
幅

引
き
上
げ
を
求
め
る
医
師
・

歯
科
医
師
要
請
署
名
」
を
実

施
す
る
。
会
員
諸
氏
に
は
署

名
の
趣
旨
に
賛
同
の
う
え
、

本
号
同
封
の
署
名
用
紙
ま
た

は
Ｑ
Ｒ
か
ら
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。



が
少
な
い
現
状
で
は
「
ど
こ

で
も
使
え
る
」
と
誤
解
し
た

患
者
が
ス
マ
ホ
だ
け
を
持
参

し
、
窓
口
で
ト
ラ
ブ
ル
と
な

る
ケ
ー
ス
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
「
患
者
は
ど
の
よ
う
に
ス
マ

ホ
保
険
証
の
対
応
医
療
機
関

を
把
握
す
る
の
か
」
と
の
問

い
に
対
し
、
厚
労
省
は
「
医

療
機
関
で
の
ス
テ
ッ
カ
ー
掲

示
や
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
で
対
応
医

療
機
関
を
明
示
す
る
」
と
説

明
す
る
。
し
か
し
、
実
際
に

Ｈ
Ｐ
に
公
表
さ
れ
る
に
は
条

件
と
し
て
①
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
環
境
設

定
情
報
で
ス
マ
ホ
に
よ
る
本

人
確
認
が
「
利
用
す
る
」
に

な
っ
て
い
る
②
ス
マ
ホ
保
険

証
の
読
み
取
り
実
績
が
確
認

で
き
て
い
る
―
の
両
方
を
満

た
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
設
備
を
備
え
て
い
て
も

公
表
対
象
外
の
場
合
が
あ
る
。

な
お
、
北
海
道
で
公
表
さ
れ

て
い
る
対
応
医
療
機
関
は
、

10
月
10
日
時
点
で
病
院
・
診

療
所
４
５
０
カ
所
、
歯
科
２

７
７
カ
所
に
と
ど
ま
る
。

　
さ
ら
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
の
有

効
期
限
切
れ
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
に
も
注
意
が
必
要
だ
。
10

年
ご
と
の
カ
ー
ド
本
体
の
更

新
だ
け
で
な
く
電
子
証
明
書

は
５
年
ご
と
に
更
新
が
必
要

で
あ
り
、
失
効
す
る
と
マ
イ

ナ
保
険
証
や
ス
マ
ホ
保
険
証

で
の
資
格
確
認
が
で
き
な
く

な
る
。
ま
た
、
ス
マ
ホ
保
険

証
の
場
合
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
の
更

新
手
続
き
を
し
て
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
上
で
も
更
新
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
特
に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
期
に
発
行
さ
れ
た
カ
ー
ド

が
25
年
度
以
降
に
一
斉
に
更

新
時
期
を
迎
え
る
た
め
、
更

新
忘
れ
に
よ
る
利
用
不
可
ト

ラ
ブ
ル
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
。
窓
口
で
エ
ラ
ー
対
応
が

発
生
す
れ
ば
、
通
常
業
務
も

滞
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
政
府
が
目
標
と
す
る
12
月

２
日
の
マ
イ
ナ
保
険
証
完
全

移
行
ま
で
、
残
り
１
カ
月
を

切
っ
た
。
多
岐
に
わ
た
る
資

格
確
認
方
法
に
加
え
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
エ
ラ
ー
対
応
な

ど
、
窓
口
業
務
の
負
担
は
増

す
一
方
だ
。
患
者
側
も
制
度

を
理
解
し
づ
ら
く
、
ト
ラ
ブ

ル
対
応
に
時
間
を
要
す
る
ケ

ー
ス
が
多
い
。

　
制
度
の
目
的
で
あ
る
「
利

便
性
向
上
」
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
単
な
る
機
器
整
備

の
補
助
だ
け
で
な
く
、
制
度

周
知
な
ど
に
十
分
な
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な

い
。
マ
イ
ナ
保
険
証
が
真
に

使
い
や
す
い
制
度
と
な
る
に

は
、
現
場
の
声
を
反
映
し
た

丁
寧
な
運
用
が
必
要
で
あ
る
。

拙
速
な
完
全
移
行
で
は
な
く
、

段
階
的
な
導
入
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ジ
ャ
パ
ン
社
製
以
外
の
顔
認

証
付
Ｃ
Ｒ
で
は
、
ス
マ
ホ
画

面
を
読
み
取
る
た
め
の
外
付

汎
用
Ｃ
Ｒ
を
追
加
設
置
す
る

必
要
が
あ
る
。
汎
用
Ｃ
Ｒ
の

購
入
に
は
26
年
１
月
末
ま
で

補
助
が
あ
る
が
、
補
助
制
度

自
体
は
８
月
末
に
始
ま
っ
た

ば
か
り
だ
（
※
関
連
：
本
会

新
聞
10
月
20
日
号
４
面
「
保

険
診
療
研
究
」）。

　
厚
労
省
に
よ
る
と
、
９
月

19
日
時
点
で
ス
マ
ホ
保
険
証

に
対
応
し
て
い
る
医
療
機
関・

薬
局
は
全
国
の
約
２
割
、
約

４
万
７
千
施
設
に
と
ど
ま
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

ち
歩
か
ず
に
済
む
利
便
性
か

ら
、
若
年
層
で
は
ス
マ
ホ
保

険
証
の
利
用
拡
大
が
見
込
ま

れ
る
一
方
、
対
応
医
療
機
関

頭
確
認
で
対
応
で
き
る
場
合

も
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
25
年
８
月
か
ら

26
年
３
月
末
ま
で
の
暫
定
措

置
と
し
て
、
被
保
険
者
番
号

が
確
認
で
き
れ
ば
保
険
診
療

を
行
え
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
有
効
期
限
切
れ
の
健
康

保
険
証
や
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
だ
け
で
も
一
時
的
に
利

用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ス
マ
ホ
保
険
証
へ
の
対
応

は
医
療
機
関
の
任
意
で
あ
り
、

い
場
合
や
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
非
対
応
の
医
療
機
関

で
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
と
あ

わ
せ
て
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
画

面
・
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
・

被
保
険
者
資
格
申
立
書
（
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
対
応
の

み
）
の
い
ず
れ
か
で
確
認
を

行
う
。
な
お
、
再
診
時
に
は
、

過
去
の
受
診
で
必
要
な
資
格

情
報
を
把
握
し
て
い
れ
ば
口

フ
ォ
ン
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
搭
載
し
て
健
康
保

険
証
と
し
て
利
用
で
き
る「
ス

マ
ホ
保
険
証
」
が
導
入
さ
れ

た
。
た
だ
し
、
こ
の
ス
マ
ホ

保
険
証
を
利
用
で
き
る
の
は
、

専
用
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
（
以

下
「
Ｃ
Ｒ
」）
を
設
置
す
る
医

療
機
関
に
限
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
が

ト
ラ
ブ
ル
等
で
使
用
で
き
な

　
健
康
保
険
の
資
格
確
認
は

か
つ
て
な
い
ほ
ど
複
雑
化
し

て
い
る　
　
。
基
本
と
な
る

の
は
①
従
来
の
健
康
保
険
証

（
有
効
期
限
ま
で
有
効
）②
マ

イ
ナ
保
険
証
③
資
格
確
認
書

に
よ
る
方
法
だ
。
こ
れ
に
加

え
、
９
月
か
ら
は
ス
マ
ー
ト
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医
療
経
営
の

　
充
実
を
実
現
せ
よ

　
医
科
・
歯
科
の
医
療
機

関
の
多
く
は
、
診
療
報
酬

の
削
減
、
賃
金
と
物
価
の

上
昇
に
よ
り
経
営
危
機
が

続
い
て
い
る
。
こ
の
難
局

に
対
応
す
る
た
め
に
も
、

今
年
度
中
に
経
営
改
善
に

資
す
る
補
助
金
と
期
中
改

定
も
含
め
た
診
療
報
酬
の

両
面
に
よ
る
早
急
な
手
当

て
が
必
要
だ
。
実
際
に
医

療
機
関
の
倒
産
・
閉
院
は

増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

厚
労
省
「
賃
金
構
造
基
本

統
計
調
査
」
に
よ
る
と
医

療
職
の
年
賃
金
は
他
産
業

平
均
と
比
べ
て
百
万
円
以

上
低
い
水
準
に
あ
る
。

　
ま
た
、
生
活
習
慣
病
関

連
の
診
療
を
行
っ
て
い
る

声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
る

べ
き
で
あ
る
。

　
厚
労
省
は
40
年
に
向
け

新
た
な
地
域
医
療
構
想
と

医
療
計
画
策
定
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。
急
性
期
拠

点
病
院
の
削
減
や
看
護
師

等
の
配
置
見
直
し
、
老
朽

化
し
た
病
院
の
統
合
な
ど

が
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
。
６
月
に
自
民
・
公
明
・

維
新
の
３
党
が
「
27
年
４

月
か
ら
の
新
地
域
医
療
構

想
ま
で
に
病
院
病
床
11
万

床
を
削
減
」
す
る
方
針
を

固
め
た
。
医
療
提
供
体
制

の
「
効
率
化
」
だ
け
が
先

行
し
、
地
域
医
療
の
充
実

が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。

医
療
機
関
は
、
24
年
度
の

極
端
な
診
療
報
酬
の
引
き

下
げ
に
よ
り
経
営
が
悪
化

し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、

支
援
金
は
ご
く
わ
ず
か
で

あ
り
、
経
営
改
善
に
は
不

十
分
で
あ
る
。
政
府
の
診

療
報
酬
引
き
下
げ
に
対
す

る
納
得
で
き
る
説
明
は
な

く
、
医
療
関
係
者
か
ら
の

政
府
へ
の
信
頼
は
失
わ
れ

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

　

自
民
党
の
新
総
裁
に
就

任
し
た
高
市
早
苗
氏
は
、

過
去
２
年
分
の
医
療
機
関

の
コ
ス
ト
高
や
人
件
費
の

増
額
を
加
味
し
た
診
療
報

酬
等
の
引
き
上
げ
を
明
言

し
た
が
、
診
療
報
酬
や
介

護
報
酬
そ
の
も
の
の
引
き

上
げ
を
具
体
的
に
検
討
し

て
い
る
の
か
は
定
か
で
は

な
い
。
現
在
と
近
未
来
の

医
療
提
供
体
制
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
も
、
早
急

な
実
行
が
求
め
ら
れ
る
。

　

一
方
、
そ
の
財
源
確
保

の
名
の
も
と
に
高
齢
者
の

窓
口
２
割
負
担
な
ど
が
導

入
さ
れ
た
が
、
こ
の
措
置

は
必
ず
し
も
医
療
提
供
体

制
の
財
源
確
保
を
直
接
の

目
的
と
し
た
も
の
で
は
な

い
。
高
齢
者
負
担
の
増
加

は
生
活
を
圧
迫
し
、
受
診

抑
制
を
招
く
お
そ
れ
が
あ

る
。
社
会
保
障
制
度
の
設

計
に
あ
た
る
政
府
は
、
こ

う
し
た
負
担
の
妥
当
性
を

国
民
に
丁
寧
に
説
明
し
、

生
活
へ
の
影
響
や
不
安
の

　
昨
年
12
月
２
日
か
ら
従
来
の
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
が
停
止
さ
れ
、本
格

的
な
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行
が
始
ま
っ
た
。し
か
し
定
着
に
は
程
遠
く
、現

在
で
は
窓
口
で
の
資
格
確
認
方
法
が
10
通
り
に
も
及
ぶ
。９
月
に
は
ス
マ
ホ
へ

の
マ
イ
ナ
保
険
証
搭
載
機
能
も
導
入
さ
れ
、現
場
で
は
混
乱
も
生
じ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、複
雑
化
す
る
資
格
確
認
の
現
状
と
今
後
の
課
題
を
整
理
す
る
。

解　説

図 現在の患者の持参物別　健康保険の資格確認方法

キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ジ
ャ
パ
ン
社
製
以
外
の
顔
認

証
付
Ｃ
Ｒ
で
は
、
ス
マ
ホ
画

面
を
読
み
取
る
た
め
の
外
付

汎
用
Ｃ
Ｒ
を
追
加
設
置
す
る

必
要
が
あ
る
。
汎
用
Ｃ
Ｒ
の

解　説

窓
口
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
方
法

複
雑
化
す
る
制
度
の
現
状
と
今
後
の
展
望

図

現
在
の資

格
確
認
方
法

ス
マ
ホ
保
険
証

　
　

対
応
は
２
割

制
度
定
着
に
は

現
場
支
援
が
不
可
欠

厚労省「スマホマイナ
保険証対応医療機関・
薬局の検索ページ」

基本の確認方法 暫定措置
（来年３月末まで）

②マイナ保険証

⑤マイナ保険証
　（スマホ保険証含む）

＋マイナポータル画面

⑧【再診の場合】　患者への口頭確認

⑥マイナ保険証＋資格情報のお知らせ

⑦【初診の場合】
マイナ保険証＋被保険者資格申立書

④スマホ搭載の
　マイナ保険証

①有効期限内の
　健康保険証

⑨期限切れの健康保険証

⑩資格情報のお知らせのみ
　（マイナンバーカードなし）

〈スマホ保険証未対応医療機関で
　　　　　スマホのみ持参の場合〉

③資格確認書

※カードは電子証明書の有
　効期限後３カ月間はオン
ライン資格確認可能

資格確認書 有効期限
XXXX

氏名 山田太郎
負担割合 ３割
保険者名 ●●●

②・④
が
ト
ラ
ブ
ル
等
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
場
合 　厚労省は9月18日付の事務連絡で、スマ

ホの読み取りの環境が未整備の医療機関に
おいて、患者がスマホしか持参せずに受診し
た場合には、当該スマホからその場でマイナ
ポータルにログインし、表示された資格情報
の画面で保険資格が確認できれば、患者に
対し3割等の一定の負担割合とすることは可
能とした。

医療保険の
資格情報

●●組合保険者名

３割負担割合

山田花子氏名

※画面はダウンロードしたPDFでも可
　（スマホ保険証の場合は不可）

資格情報のお知らせ
●●組合

氏名 山田花子
負担割合 ３割

受診の際
マイナ保険証が必要

資格情報のお知らせ
●●組合

氏名 山田花子
負担割合 ３割

受診の際
マイナ保険証が必要

被保険者資格申立書

署名 山田太郎

　過去の受診で請求に必要な資格情報
を把握していれば可能
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を
１
冊
書
く
た
め
に
は
１
０

０
冊
分
の
イ
ン
プ
ッ
ト
が
必

要
だ
。
そ
の
労
力
と
時
間
を

考
え
れ
ば
、
本
が
千
数
百
円

で
買
え
る
の
は
あ
ま
り
に
も

安
す
ぎ
る
」
と
も
言
っ
て
い

ま
す
。

　
読
書
を
〝
投
資
〞
と
考
え

れ
ば
、
若
者
が
よ
く
使
っ
て

い
る
〝
タ
イ
パ
（
タ
イ
ム
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）〞
が
非
常

に
良
い
も
の
で
す
。

　
チ
ャ
ン
ス
は
気
づ
く
こ
と

が
で
き
な
け
れ
ば
、
チ
ャ
ン

ス
に
な
り
ま
せ
ん
。
本
は
そ

の
チ
ャ
ン
ス
を
み
え
る
よ
う

に
す
る
カ
ギ
で
す
。

　
本
が
「
つ
ま
ら
な
い
人
生
」

を
変
え
る
。

　
こ
の
本
は
読
ん
で
い
る
時

間
と
並
行
し
て
自
分
の
答
え

を
導
き
出
す
た
め
に
自
問
自

答
し
て
い
き
ま
す
。
人
生
が

「
つ
ま
ら
な
い
ゲ
ー
ム
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
」
と
仮
定
す

る
と
、
本
書
は
そ
の
ゲ
ー
ム

の
攻
略
本
で
す
。

　
著
者
は
「
１
冊
の
本
を
つ

く
る
に
は
、
膨
大
な
時
間
と

労
力
が
注
が
れ
て
い
る
。
本

（
Ｙ
Ｋ
）

は
も
ち
ろ
ん
、
お
口
全
体
を

一
つ
の
単
位
と
し
て
診
療

し
、チ
ー
ム
全
体
で
患
者
さ
ん

の
お
口
の
健
康
を
支
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

ス
タ
ッ
フ
も
安
心
し
て
働
け

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

―
ご
家
族
は

　
妻
と
娘
が
２
人
い
ま
す
。

―
ご
趣
味
は

　
サ
ウ
ナ
で
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
が
日
々
の
楽
し
み
で
す
。

診
療
後
や
子
ど
も
が
寝
た
あ

と
に
出
か
け
る
の
が
少
し
の

息
抜
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　
今
後
も
知
識
と
技
術
を

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
が
ら
診

療
の
質
を
高
め
た
い
と
思
っ

チームで寄り添い
安心して通える医院に

とわ歯科診療所　札幌市・中央区169169

略歴
青森県出身。2016年3月北海道医

療大学歯学部卒業。卒業後は日之出
歯科診療所をはじめ札幌市内の歯科
医院に勤務。2022年から2024年ま
で北海道歯科衛生士専門学校の講師
（歯科補綴学・歯科解剖学）を務める。
2025年４月、とわ歯科診療所を開業。

う
ど
そ
の
時
期
に
居
抜
き
物

件
と
し
て
出
会
っ
た
も
の

で
、ご
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

―
開
業
後
苦
労
し
た
こ
と
や
う

　
れ
し
か
っ
た
こ
と

　
シ
ス
テ
ム
を
一
か
ら
整
え

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
準
備

に
一
番
苦
労
し
ま
し
た
。

　
た
だ
、
そ
れ
以
上
に
、
患

者
さ
ん
が
安
心
し
た
笑
顔
で

帰
っ
て
く
だ
さ
る
と
「
開
業

し
て
良
か
っ
た
」
と
心
か
ら

思
い
ま
す
。

―
本
会
に
入
会
し
た
理
由
は

　
保
険
診
療
に
必
要
な
情
報

を
得
ら
れ
る
と
思
い
、
入
会

し
ま
し
た
。

―
ご
専
門
は

　
一
般
歯
科
で
す
。

―
開
業
し
た
動
機
な
ど

　
勤
務
医
と
し
て
多
く
の
症

例
を
経
験
す
る
中
で
「
も
っ

と
自
分
の
診
療
方
針
を
形
に

し
た
い
」
と
考
え
、
開
業
を

決
意
し
ま
し
た
。

　
今
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
ち
ょ

―
診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
「
安
全
で
あ
る
こ
と
」
が

全
て
の
治
療
の
土
台
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
治
療
前

に
は
し
っ
か
り
説
明
し
、持
病

を
お
持
ち
の
患
者
さ
ん
に
は

バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
フ
ォ
ー

ハ
ン
ド
で
診
療
す
る
こ
と
で

安
全
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、

最
終
的
に
は
患
者
さ
ん
が
自

然
に
セ
ル
フ
ケ
ア
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

―
ど
の
よ
う
な
医
院
を
目
指
し

　
て
い
ま
す
か

　
世
代
を
問
わ
ず
「
こ
こ
な

ら
安
心
し
て
通
え
る
」
と
思

わ
れ
る
場
所
に
し
た
い
で

す
。
虫
歯
や
歯
周
病
の
治
療

て
い
ま
す
。
医
院
は
ま
だ
つ

く
っ
て
い
く
段
階
で
す
が
、

皆
さ
ん
に
「
こ
こ
な
ら
大
丈

夫
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
歯

科
医
院
を
築
い
て
い
き
た
い

で
す
。

―
穏
や
か
な
笑
顔
が
素
敵
な
先

　
生
で
し
た
。
安
心
し
て
通
え

　
る
雰
囲
気
は
先
生
の
お
人
柄

　
そ
の
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
聞
き
手
　
事
務
局
能
登
谷
）

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
５
年
度
歯
科
部
事
業
に
つ
い
て

・
他
団
体
（
技
工
士
会
・
衛
生
士
会
）
と
の
懇
談
会

    

…
出
席
者
を
確
認
し
た
。

・
歯
科
市
民
集
会
…
進
行
表
な
ど
を
確
認
し
た
。

・
札
幌
歯
科
医
師
会
と
の
懇
談
会

    

…
当
日
本
会
か
ら
発
表
す
る
協
議
題
と
発
表
者

    

を
確
認
し
た
。

・
保
険
診
療
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

    

…
原
稿
案
を
確
認
し
た
。

②（
保
団
連
）　
／　
国
会
行
動
に
つ
い
て

   

・  

出
席
者
を
確
認
し
た
。

③
そ
の
他

   

・  

歯
科
保
険
診
療
研
究（　

／
５
号
）の
確
認
を
行
っ
た
。

第
７
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
10
月
８
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※
次
回
２
０
２
５
年
度
第
８
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…
11
月
12
日（
水
）午
後
７
時

松原　遥平 先生
まつばら ようへい

入
に
よ
り
脳
の
萎
縮
を
防
ぎ
、

記
憶
力
改
善
が
み
ら
れ
た
事

例
を
示
し
た
。「
音
楽
は
感
情

や
記
憶
に
直
接
働
き
か
け
、

脳
の
可
塑
性
を
高
め
る
重
要

な
刺
激
に
な
る
」
と
語
っ
た
。

　
後
半
で
は
参
加
者
も
実
際

に
音
楽
療
法
を
体
験
。
下
出

氏
が
特
許
を
取
得
し
た
「
歌

詞
連
想
法
」
ワ
ー
ク
で
は
、

提
示
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
当
て

は
ま
る
歌
詞
を
自
由
に
考
え
、

参
加
者
が
次
々
と
発
言
し
た
。

下
出
氏
と
の
軽
妙
な
や
り
取

り
も
弾
み
、
会
場
は
笑
顔
と

笑
い
声
に
包
ま
れ
た
。

を
迎
え
、
音
楽
が
脳
や
心
に

与
え
る
影
響
、
そ
し
て
高
齢

者
や
認
知
症
、
神
経
難
病
な

ど
の
リ
ハ
ビ
リ
領
域
に
お
け

る
実
践
に
つ
い
て
、
豊
富
な

臨
床
経
験
と
研
究
・
実
践
に

基
づ
く
知
見
を
も
と
に
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
た
。

　
下
出
氏
は
音
楽
療
法
が「
楽

し
む
」「
関
係
を
築
く
」「
心

身
を
活
性
化
す
る
」
こ
と
を

目
的
に
、
精
神
科
や
児
童
領

域
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
活

用
さ
れ
て
い
る
と
紹
介
。
特

に
軽
度
認
知
症
で
は
、
音
楽

と
運
動
を
組
み
合
わ
せ
た
介

10
月
４
日
、「
音
楽
の
力
で

よ
り
良
く
心
身
を
支
え
た
い

〜
音
楽
療
法
を
通
し
て
思
う

こ
と
〜
」
と
題
し
て
市
民
公

開
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
道

内
各
地
か
ら
46
名
が
参
加
し

た
。
講
師
に
し
も
で
メ
ン
タ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
付
属
精
神
科

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
専
属
音

楽
療
法
士
の
下
出
理
恵
子
氏

　
下
出
氏
は
最
後
に
「
い
く

つ
に
な
っ
て
も
〝
推
し
〞
や

と
き
め
き
を
持
つ
こ
と
が
、

脳
と
心
の
健
康
を
保
つ
秘
訣
」

と
述
べ
、
参
加
者
は
音
楽
の

癒
し
と
生
き
る
力
を
改
め
て

感
じ
る
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

女
性
部
会
　
市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー

年（令和7年）11月5日

入
に
よ
り
脳
の
萎
縮
を
防
ぎ
、

記
憶
力
改
善
が
み
ら
れ
た
事

を
迎
え
、
音
楽
が
脳
や
心
に

与
え
る
影
響
、
そ
し
て
高
齢

10
月
４
日
、「
音
楽
の
力
で

よ
り
良
く
心
身
を
支
え
た
い

　
下
出
氏
は
最
後
に
「
い
く

つ
に
な
っ
て
も
〝
推
し
〞
や

と
き
め
き
を
持
つ
こ
と
が
、

脳
と
心
の
健
康
を
保
つ
秘
訣
」

と
述
べ
、
参
加
者
は
音
楽
の

癒
し
と
生
き
る
力
を
改
め
て

感
じ
る
ひ
と
と
き
と
な
っ
た
。

女
性
部
会
　
市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー

女
性
部
会
　
市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー

音
楽
の
力
で
脳
と
心
を
元
気
に

長
倉
顕
太
著

す
ば
る
舎

本
を
読
む
人
は
う
ま
く
い
く

11

　本会では、歯科医院経営の実態をより深く把握し、
診療報酬改定をはじめとする歯科医療の改善に向け
た活動を進めるため、毎年歯科会員アンケートを実
施しています。
　アンケートの結果は、本会の新聞やホームページ
で公開するとともに、皆様からいただいた貴重なご意
見は、保団連を通じて厚生労働省への交渉資料とし
て活用させていただきます。また、今後の本会事業や
歯科医療の改善活動に積極的に反映していきます。
　お忙しいところ恐縮ですが、12月12日（金）まで
にご回答いただけますよう、ご協力をお願いします。

【回答方法】（いずれか1つ）

・右記QRからオンラインで回答
・FAX（011-231-6283）にて送信
・本号同封の返信用封筒にて郵送
※発信人欄の記入不要

歯科会員対象 ※本号に同封

歯科保険診療に関する
アンケートのお願い

10

30

講師の下出 理恵子 氏



北 海 道 保 険 医 新 聞 第1059号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2025年（令和7年）11月5日 （4）

2026年度
歯科診療報酬改定に向けて

　2025年9月10日に中医協より出された歯科医療につい
て（その１）を抜粋して、2026年度診療報酬改定の方向性
をまとめてみた。

◎歯科治療の需要や歯科医療提供体制等を踏まえて次期診療
　報酬改定で対応する内容
１．訪問歯科診療や障害児・者への対応、患者の基礎疾患や認知症
の有無、多剤服用に係る状況等への理解、ライフステージに応じた
歯科疾患や口腔管理への対応 

１）在宅歯科医療

・

・

・

歯科訪問診療を提供している歯科診療所や病院の割合は限
られている。
（歯科診療所：２割未満、病院：１割未満）
要介護高齢者における歯科訪問診療の供給数は推定需要数
の約５割にとどまる。
在宅療養支援歯科診療所の施設数は2020年以降ほぼ横ば
いで推移している。

【現在の状況】

・歯科訪問診療のニーズが増加する一方で歯科訪問診療を実
施する歯科医療機関が限られているが、居宅および施設等
に対して歯科訪問診療を推進しつつ、適正に運用していく観
点から、歯科診療報酬上の評価について、どのように考える
か。

【論点】

２．歯科衛生士及び歯科技工士の確保（人材確保、職場環境の
整備等）

１）歯科衛生士・歯科技工士の定着・確保

・

・

・

・

・

・

・

歯科衛生士免許登録者数のうち就業者の割合（就業割合）
は、2024年では46.6％となっている。
常勤の歯科衛生士の人数別に歯科診療所数をみると、「０
人」が最も多く、39.2％である。
免許登録者数に占める業務従事者数の割合（就業割合）は減
少傾向であり、2024年では25.4％である。
歯科技工士の就業場所は、｢歯科技工所｣が最も多く、2024年
では2万3,521人であり約74％となっている。
歯科技工所数は近年ほぼ横ばいにあり、2024年で2万278箇
所である。
歯科技工士連携加算は、歯冠補綴物及び欠損補綴物の製作
にあたり、歯科医師と歯科技工士が対面または情報通信機
器を用いて連携を行った場合の評価であり、印象採得（光学
印象含む）、咬合採得、仮床試適が対象となっている。
歯科技工士連携加算の算定状況は、印象採得が最も多く、次
いで光学印象となっている。

のように考えるか。

【現在の状況】

・

・

歯科衛生士、歯科技工士とも免許登録者数に対する就業者
の割合は低く、歯科技工士は特に顕著で減少傾向にあるた
め対策が必要となる。
歯科医療機関等の歯科衛生士及び歯科技工士の定着・確保
を図るために、「口腔機能指導加算」や「歯科技工士連携加
算」等の歯科衛生士や歯科技工士の業務の評価についてど
のように考えるか。

【論点】

３．有効性・安全性が認められたデジタル化等の新技術・新材料の
保険導入の推進

１）歯科治療のデジタル化等

・

・

・
・

小臼歯の歯冠修復は、経年的には減少傾向であるが近年は
横ばいとなっている。
全部金属冠（金銀パラジウム合金）は減少傾向にある一方
で、ＣＡＤ／ＣＡＭ冠は大きく増加しており、2024年にはＣ
ＡＤ／ＣＡＭ冠の算定回数が、約59％を占めている。
大臼歯の歯冠修復は、2018年以降、減少傾向にある。
全部金属冠（金銀パラジウム合金）は減少傾向である一方
で、ＣＡＤ／ＣＡＭ冠は増加しており、2024年は約28％と
なっている。

【現在の状況】

・効率的かつ安定的な歯科治療の提供に資する歯科用貴金属
材料を用いないデジタル技術を更に推進するために、「ＣＡ
Ｄ／ＣＡＭ冠」や「光学印象」等の適応や評価についてどの
ように考えるか。

【論点】

２）歯科疾患・口腔機能の管理等の生活の質に配慮した歯科医療

・

・

・

・

・

18歳以下における口腔機能発達不全に係る管理は、供給率
が微増しているものの約10％である。
高齢者における口腔機能低下症に係る管理は、需要推計に
対して供給が大きく下回っている。
2024年度診療報酬改定において、学校歯科健診で咬合異常
等を指摘された場合の専門医療機関における相談等に関す
る評価が新設されたものの、歯科矯正相談料２の算定が多
いため、どの保険医療機関においても、患者に対して適切に
説明ができるよう質の担保が必要である。
有床義歯の構造や形態は、欠損範囲や欠損部位に応じて多
種多様であり、新たな有床義歯製作時の確認・指導事項は装
置や装着部位によって内容が異なる実態がある。
歯周病安定期治療及び歯周病重症化予防治療の対象となる
歯周組織の状態は異なるものの、内容は類似している。

【現在の状況】

・

・

患者のライフコースに沿った歯科疾患や口腔機能の管理を
推進するために、「歯科疾患管理料」「小児口腔機能管理料」
及び「口腔機能管理料」の対象患者や評価についてどのよう
な対応が考えられるか。また、小児の健全な咬合の育成や歯
科矯正相談の適切な説明を行うために、「小児保隙装置」や
「歯科矯正相談料」の評価についてどのように考えるか。
「食べる」「話す」等の生活に直結する新製有床義歯の管理
や、内容が類似している歯周病の継続治療である「歯周病安
定期治療」及び「歯周病重症化予防治療」の評価についてど

【論点】

お申し込み、お問い合わせは、事務局まで。　　 Tel 011-231-6281 Fax 011-231-6283 Eメール info＠h-hokenikai. com

参加資格：北海道保険医会の会員
紹介対象：道内で開業または勤務している保険医の医師・歯科医師
プレゼント進呈条件：11月30日までに本会へご紹介いただき、紹介
　　　　　　　　　された先生が下記申込締切日までに共済制度
　　　　　　　　　 に新規で申し込み、かつ加入が成立したとき

プレゼント内容：紹介者の先生に加入成立1制度ごとに「QUOカード2,000円分」をプレゼント！　
　　　　　　　

※紹介人数に制限はありません。

11月30日(日)まで実施中！

共済ご紹介キャンペーン

〈詳細・ご紹介フォーム〉

配偶者・
お子様など、

ご家族のご紹介も
OK

☞☞☞３制度すべて成立すると最大6,000円分進呈！！

▽休業保障制度
▽グループ保険

：
：
申込締切12月31日（水）
申込締切12月31日（水）

年内書類締切日のご案内
○掛金払込中断・再開、振替口座変更
　1月27日振替分

※左記締切日につきましては、確実
　に年内着金等ができるように設定
　されております。締切日以降も順
　次お手続きいたしますので、締切
　日を過ぎて提出された場合にも年
　内着金する可能性があります。

○年内一時金請求
年 内 着 金

着金日にかかわらず、年内の手続き完了分は2025年度の課税となります。
2026年度の課税をご希望の場合は事前にお知らせください。

共済部から保険医年金に関するお知らせ

・・・12月19日（金）【予定】

・・・12月10日（水）【予定】


